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p鵬035 語tn苛1)ンパ球増犠牲終患の3例
自治際科大学外科学識盛時f義務外科部門
長谷1 鰯，遠藤俊輔，佐藤孝夫，斎藤紀子，大谷真…，
手塚憲志，手塚綾絡，塚田博，蘇原奉員1
i討的1諸原発のリンパ:eRi慧麓性疾患は，総議取り扱い規約(第6版)
において WHO分類iこ準拠し. (1) 1)ンパ組織性問質性sai炎. (2)結
節性lJンパ総織過形成， (3)抵懇性皮辺縁帝B錨胞リンパ綴4こ分撤さ
れた.最近隣議を疑って鵜燈鏡下生検を行った3護側でこの畿の疾患
を経験した.続例を提示し続?金:の整理と臨床的な問題点の検討を行っ
た. [疲倒 1]58歳女性，鍵診で;長路に異常態影を指嬬された.綿設鏡
手織を能行，街中迅速診断でリンパ球の集塊を認めるが悪性所見なし
とのコメントであったので，部分切除で手術を終了した.補接続理診
断でBALTlymphornaと診断され，外来仁て経過観察中である. {談開
設44畿女性，機診で胸部興常陰影を指摘された.定廊下犠のGGO病
変で経過観察するも無変化であったため締控鏡手掛を行った.鵠変が
acm強であったため成区域窃除講を行った.締rp迅速診断ではりンパ
増員産性疾患とのことであった.櫛後病理診断はL1Pであった. [品;錦
31 52戴男性，縫訟で右中島fj野に鍾鶏.1k陰影を指捕され紹介，腕鐙銭
手続を行った.小騒繕がrt濃に散をしており，腕控難色ドや議場徐街を
行った.務f去の病理診断では多発性のpseudolymphol加を了最も疑うが
BALT lymphomaも否定できなかった.現在外来経過綾築中である.
[:考察]経験した3鰐とも続前の溜{象診断で結癌との鑑別は協離で
あった.筋肉のりンパ球増鱗性喪患は， fBE奇の整理が不十分と思われ
る.街中迅速議書館では1E織な診断は関豪華であるため，議式の選択，経
過綴務方針などに関してさらなる検討が必要である.
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